
 

 

 

令和７年７月９日 

置 賜 総 合 支 庁 

 

令和７年度幼児交通安全 
 

かもしかクラブリーダー研修会（置賜地区）の開催 
 

かもしかクラブで活動しているリーダー及びその指導者を対象に、研修会を開催いたし

ますので、当日の取材についてよろしくお願いいたします。 
※かもしかクラブ  

幼児が小学校に入るまで継続して交通安全について学び、幼児が事故の犠牲者にならないよう、

また立派な交通社会人に育てようという願いを込めて組織されたもの。 

 

１ 研修趣旨 

   幼児の交通安全教育は、幼児を交通事故から守るためだけでなく、将来の良識ある

交通社会人を育てる生涯学習として位置づけられており、かもしかクラブの活動を通

じた交通安全教育は、その一端を担う重要な意義を持っている。 

   幼児交通安全教育に関する知識の習得及び技術の向上を図ることを目的として、研

修会を開催するもの。 

 

２ 主  催 

山形県交通安全母の会連合会 

置賜地区交通安全母の会連合会（事務局 置賜総合支庁総務課防災安全室） 

 

３ 開催日時  

令和７年７月16日（水） 午前10時から午前11時30分まで 

 

４ 会  場  
   シェルターなんよう（南陽市民会館） 小ホール 
    住 所：南陽市三間通430-２ 

 

５ 参 加 者  
 置賜管内市町「かもしかクラブ」リーダー保育施設関係者、交通安全専門指導員、 
 置賜地区交通安全母の会連合会会員等    約70名程度 

  ※ 置賜地区交通安全母の会連合会研修会も兼ねて実施します。 

 

６ 研修内容 
    講 話 「ハンドルの重みは命の重み」 
       （交通事故で大切な家族を失った遺族の体験談と命の大切さ、交通安全の重要性を訴える講演） 
   講 師 公益財団法人交通遺児育英会  

     専務理事兼事務局長  大屋 克文 氏 

 
問合せ先 総務企画部総務課防災安全室 

室長補佐 早川 昭博 
電話 0238-26-6007 

広 報 監 総務企画部長 小林 直樹 

プレスリリース 


